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№10 
2020 年 2 月 25 日発行 

発行所   那須シニアカレッジ 
広報委員長 

発行責任者      片 上  清 重  

カタクリの花は、日本では自
生地が減ってきていて、貴重
な花となってきています。カ
タクリの花は、開花時期にな
ると、地面を覆いつくしてと
ても美しい景色を作り出して
くれます。ぜひ、カタクリの
花を見に行ってください。 
 
 
那珂川町にカタクリ山公園
があります。八溝県立自然公
園内に位置し、自然豊かな雑
木林 3ha の中、100 万株に
及ぶ関東最大規模を誇るカタ
クリの群生が斜面を埋め尽く
します。 
 
また、春の訪れを告げるザゼ
ンソウやショウジョウバカ
マ、ミズバショウなどの山野
草やヤマツツジ、コブシ、サ
クラなどの花木が四季の彩り
を競い、自然を満喫する散策
を楽しむことができます。 
 
見頃は 3～4 月です。 

 

『
マ
イ
・
ハ
ウ
ス
』
と
『
マ
イ
・
ホ
ー
ム
』 

 

那
須
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
代
表 

 
 

林 

茂
雄 

 
 『

や
っ
と
マ
イ
・
ホ
ー
ム
の
ロ
ー
ン
が
終
わ
っ
た
よ
』

『
そ
れ
は
良
か
っ
た
な
。
で
は
、
お
祝
い
に
一
杯
行
く
か
』 

 

日
常
会
話
で
は
「
ホ
ー
ム
」
を
家
屋
（
ハ
ウ
ス
）
の
意

味
に
用
い
る
。「
Ｄ
ハ
ウ
ス
」「
Ｍ
ホ
ー
ム
」
な
ど
不
動
産

会
社
名
に
も
使
用
さ
れ
る
。
最
近
は
「
Ｔ
リ
ヴ
ァ
ブ
ル
」

と
難
し
い
用
語
も
出
て
来
た
。
直
訳
す
れ
ば
「
生
活
可
能

な
家
」
の
意
味
で
果
た
し
て
適
切
か
ど
う
か
？ 

日
本
語

で
は
同
じ
意
味
の
外
来
語
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
文

化
人
類
学
で
は
『
ハ
ウ
ス
』
と
『
ホ
ー
ム
』
は
全
く
別
物

で
あ
る
。
混
同
は
許
さ
れ
な
い
。 

 

で
は
、
ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
？ 

英
語
のHouse

は

『
人
が
居
住
す
る
家
、
住
宅
』
の
意
味
。
一
方
、H

ome

は

『Hou
se

の
中
で
家
族
が
住
む
こ
と
。
家
庭
』
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
目
に
見
え
る
物
体
（
ハ
ー
ド
）
と
目
に
は
見
え

な
い
抽
象
概
念
（
ソ
フ
ト
）
で
あ
る
。
し
か
し
、
英
語
で

も
一
般
的
に
は
二
次
的
に
『
住
宅
』
の
意
味
で
も
使
わ
れ

る
。 

 

大
英
百
科
事
典
に
よ
る
と
、Home

と
は
「
そ
こ
に
女
性

と
火
（fir

e

）
が
存
在
す
る
空
間
の
概
念
」
で
あ
る
と
言

う
。
な
る
ほ
ど
、
石
材
や
木
材
で
造
っ
た
建
造
物
で
は
な

い
。
こ
れ
は
、
な
か
な
か
に
含
蓄
（
が
ん
ち
く
）
の
あ
る

定
義
で
あ
る
。
文
化
人
類
学
で
は
ヒ
ト
と
サ
ル
の
違
い
は

生
物
進
化
の
過
程
で
『
火
』
を
利
用
で
き
た
か
ど
う
か
だ

と
言
う
。
ヒ
ト
の
ご
先
祖
が
遠
い
昔
に
自
然
界
に
存
在
す

る
落
雷
や
噴
火
に
よ
る
山
火
事
の
『
火
』
を
利
用
し
て
、

生
（
な
ま
）
で
は
食
用
に
な
ら
な
い
植
物
の
実
、
種
、
根

や
動
物
の
肉
な
ど
に
「
火
」
を
通
す
こ
と
で
食
用
に
出
来

た
瞬
間
に
文
化
は
生
ま
れ
た
。 

  

 

12/7 第 13期 総会＆講師会 

OB 山田 正博さん撮影 

 12 月７日（土）AM、りぼーる・たなか（家
庭科室）において那須シニアカレッジ第 13 期
の総会と同時に講師会が開催されました。 
 総会では、 

 修了式・文化祭開催に関する反省と改善 
 新講座開講への取り組み 
 広報活動への取り組み 
 役員会、講師会の会議開催の通知、議事録

の配信 
 メールアドレス登録の推進 
 各講座会場予約の現状 
 会計報告  

 
その後、第 14 期活動計画 
➢ 受講生の増加への取り組み 
➢ 修了式・文化祭の改善 
➢ 通学環境の改善への取り組み 
➢ りぼーる・たなか年間予約の継続 
などを協議しました。 
 
 

 

ト
マ
ス
・
エ
ジ
ソ
ン
が
電
球
を
発
明
す
る
ま
で
『
火
』
と
『
灯
』

（
と
も
し
び
）
は
同
一
の
も
の
だ
っ
た
。『
明
か
り
を
持
て
』
と

言
わ
れ
て
も
蛍
の
光
で
は
用
は
足
せ
な
い
。
夜
間
の
最
高
の
自

然
光
は
月
の
光
だ
っ
た
。
ま
た
ヒ
ト
の
ご
先
祖
は
危
険
な
野
生

動
物
が
『
火
』
を
怖
れ
る
こ
と
を
知
り
、
穴
居
時
代
に
は
入
り

口
に
た
き
火
を
し
て
お
く
こ
と
で
夜
の
安
全
を
獲
得
で
き
た
。

当
時
は
動
物
の
狩
猟
と
草
木
の
果
実
の
採
取
が
男
性
の
役
割

だ
っ
た
。
終
日
食
料
を
求
め
て
山
野
を
歩
き
回
り
、
日
暮
れ
て

塒
（
ね
ぐ
ら
）
に
戻
る
場
所
に
は
連
れ
合
い
（
妻
）
と
子
供
が

火
を
焚
い
て
待
っ
て
い
た
。
火
が
存
在
す
る
こ
と
で
物
理
的
に

明
る
さ
も
得
ら
れ
た
。
ま
さ
に
「
ホ
ー
ム
」
が
存
在
し
た
。 

 

人
類
が
炊
事
の
火
と
照
明
の
火
を
分
離
し
て
生
活
を
始
め

て
か
ら
ま
だ
百
年
そ
こ
そ
こ
だ
。
電
気
炊
飯
器
、
電
磁
波
レ
ン

ジ
、
Ｉ
Ｈ
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
の
導
入
で
台
所
か
ら
炎
（
ほ
の
お
）

が
消
え
た
が
、
い
ず
れ
も
「
火
」
の
代
用
機
能
で
あ
る
。
現
在

生
活
も
基
本
的
に
は
昔
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。
人
間
の
生
活
自

体
がH

o
m

e

を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は

『
女
性
と
火
』
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
身
赴
任
の

夫
族
に
は
身
に
覚
え
が
あ
る
と
思
う
が
、
夜
に
な
っ
て
暗
い
部

屋
に
戻
っ
た
時
の
わ
び
し
さ
、
せ
つ
な
さ
。 

 

男
性
の
《
イ
ク
メ
ン
休
暇
》
が
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。

男
女
共
働
き
が
増
え
た
結
果
だ
が
、
法
律
や
（
企
業
の
）
規
則

で
解
決
で
き
る
問
題
で
は
な
い
。
結
婚
し
な
い
男
女
、
結
婚
し

て
も
子
供
を
産
ま
な
い
夫
婦
が
増
え
て
少
子
高
齢
化
社
会
を

迎
え
て
い
る
。
動
物
と
し
て
の
人
間
に
も
個
体
維
持
本
能
と
種

族
維
持
本
能
が
あ
り
、
結
婚
し
て
子
供
を
産
み
、
夫
婦
で
育
て

る
の
は
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
文
化
人
類
学
は
「
生
ま

れ→

育
ち→

（
伴
侶
を
得
て
）
産
み
・
育
て→

死
ぬ
」
こ
と
を

ヒ
ト
の
「
最
短
の
生
命
循
環
」
と
捉
え
て
い
る
。 

 

私
見
を
言
え
ば
男
性
が
育
児
に
参
加
す
る
よ
り
も
、
女
性
の

産
前
・
産
後
の
育
児
休
暇
を
長
く
す
る
方
が
自
然
の
法
則
に
沿

っ
て
い
る
と
思
う
。「
ホ
ー
ム
」
に
は
女
性
が
必
要
な
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 
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10
月 

第

14
期
が
４
３
５
名
（
延
人
数
）
の
受
講
生
で
ス

タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。
こ
こ
近
年
の
傾
向
を
見
ま
す
と
、
受

講
生
さ
ん
の
人
数
は
、
新
講
座
の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

伸
び
悩
ん
い
る
の
が
現
状
で
す
。 

新
規
受
講
生
数
は
、
毎
年

50
名
以
上
応
募
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
同
数
く
ら
い
の
方
が
卒
業
、
或
い
は
退
会
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

那
須
町
の
人
口
減
少
、
定
年
後
の
雇
用
延
長
な
ど
で
受
講

生
が
増
え
る
要
素
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
後
は
、
町
内
で
の
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
活
動
に
対
す
る
認

知
度
の
拡
大
、
ま
た
魅
力
あ
る
新
講
座
の
発
掘
、
那
須
シ
ニ

ア
カ
レ
ッ
ジ
は
生
涯
学
習
で
《
卒
業
》
が
あ
り
ま
せ
ん
。
既

講
座
に
お
い
て
は
受
講
生
さ
ん
の
定
着
し
て
い
た
だ
く
べ
く

更
な
る
努
力
が
必
要
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

第

14
期
は
、
「
面
白
数
学
」、
「D

IY

い
ろ
は
塾
」
の
２
講

座
が
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

学期 10月～翌月9月 受講者数（名）

第1期 2006年 157

第2期 2007年 165

第3期 2008年 264

第4期 2009年 276

第5期 2010年 334

第6期 2011年 335

第7期 2012年 337

第8期 2013年 289

第9期 2014年 418

第10期 2015年 428

第11期 2016年 445

第12期 2017年 406

第13期 2018年 432

第14期 2019年 435

受講者数の推移（延人数）
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2
月
11
日
（
祝
）
り
ぼ
ー
る 

た
な

か
（
家
庭
科
室
）
に
新
講
座
「
日
常

生
活
で
活
か
せ
る
面
白
数
学
」
を
訪

問
し
ま
し
た
。 

 

シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
で
は
初
め
て
の

日
曜
日
が
開
講
日
で
す
。
訪
問
日
は

祝
日
で
す
が
、「
補
講
」
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
開
講
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

受
講
生
さ
ん
は
全
11
名
。
熱
心
に
、
楽
し

そ
う
に
話
を
聴
か
れ
て
い
ま
し
た
。
講
座
の

内
容
《
講
義
テ
ー
マ
の
候
補
》
を
拝
見
し
ま

し
た
。
理
数
系
が
全
く
ゼ
ロ
の
筆
者
に
は
チ

ン
プ
ン
カ
ン
プ
ン
で
す
。
し
か
し
、
よ
～
く

見
て
み
る
と
右
端
の
方
に
な
ん
と
な
く
わ

か
り
そ
う
な
文
言
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

面
白
数
学
な
の
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 

他
講
座
、
新
設
講
座
で
講
師
、
受
講
生
さ

ん
の
条
件
が
合
え
ば
、
土
・
日
曜
日
開
講
も

「
有
り
」
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

面白数学講座 

DIYいろは塾講座 

 

2
月
13
日
（
木
）
黒
田
原
駅
北
側
に
「
ゆ
う
ゆ

う
セ
ン
タ
ー
」
に
新
講
座
《D

IY

い
ろ
は
塾
》
を

訪
問
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
2
月
と
は
思
え
な
い

く
ら
い
穏
や
か
な
、
暖
か
い
日
で
し
た
。 

 

周
辺
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
り
ん
ど

う
作
業
所
な
ど
の
施
設
が
あ
り
ま
す
。 

 

当
日
の
講
座
に
は
全
員
が
出
席
。
男
性
２
名
、

女
性
５
名
の
全
７
名
で
す
。 

  

電
動
工
具
も
使
い
ま
す
。
不
注
意
で
ケ
ガ
も
伴

い
ま
す
。
丸
鋸
の
使
い
方
、
寸
法
通
り
の
切
断
の

仕
方
な
ど
の
指
導
を
受
け
て
い
ま
し
た
。 

  

作
業
中
の
と
こ
ろ
手
を
止
め
て
集
合
写
真
撮

影
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
手
前
に
あ
る

鉢
を
入
れ
る
木
製
の
箱
（
プ
ラ
ン
タ
ー
）
は
皆
さ

ん
方
の
作
品
で
す
。 

 

開
講
後
、
ま
だ
全
期
を
半
分
以
上
残
し
て
い
る

行
程
で
、
大
作
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 
 

筆
者
も
自
由
な
寸
法
の
フ
レ
ー
ム
（
額
縁
）
を

作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

奥、中央 講師の堀井さん 

後列左 講師の齊藤さん 
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護
身
合
気
術
と
は
何
か 

合
気
術
」
講
師 

吉
岡 

久
光 

  

柔
術
の
歴
史
は
古
く
、
古
事
記
に
手
乞
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
建
御
雷
神
の

国
譲
り
の
話
で
「
建
御
名
方
神
の
手
を
取
ら
む
と
乞
い
帰
し
て
取
れ
ば
、
若
葦
を
取

る
が
如
く
、
つ
か
み
ひ
し
ぎ
て
、
投
げ
離
て
ば
、
逃
げ
行
く
」
こ
の
手
乞
い
が
、
柔

術
と
相
撲
の
始
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

宮
廷
に
伝
わ
っ
た
手
乞
い
が
、
清
和
天
皇
か
ら
源
氏
の
武
家
に
伝
わ
っ
た
と
い

わ
れ
ま
す
。 

合
戦
で
武
器
を
失
く
し
た
武
士
が
、
素
手
で
刀
や
槍
に
立
ち
向
か
っ
た
と
言
い

ま
す
。
こ
れ
が
柔
術
で
す
。 

 

私
ど
も
の
護
身
合
気
術
は
、
柔
術
と
合
気
道
を
用
い
て
身
を
守
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
詳
し
く
説
明
し
ま
す
と
、
合
気
道
自
体
も
ま
た
危
険
す

ぎ
て
試
合
が
で
き
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
柔
術
本
来
の
危
険
な
技
は
ほ
ん
の

少
し
し
か
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。
柔
術
に
は
、
簡
単
に
骨
を
折
っ
た
り
、
窒
息
死
さ
せ

た
り
、
投
げ
殺
し
た
り
す
る
技
法
が
、
恐
ろ
し
い
こ
と
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。 

 

そ
れ
は
護
身
術
の
域
を
超
え
て
い
て
、
間
違
い
な
く
過
剰
防
衛
で
法
に
触
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
必
要
と
さ
れ
る
の
が
、
倫
理
と
理
念
で
す
。 

合
気
は
愛
気
で
あ
る
、
こ
の
理
念
の
意
味
は
、
例
え
敵
で
あ
っ
て
も
、
暴
漢
が
い

か
に
凶
悪
で
邪
悪
で
あ
っ
て
も
、
愛
を
持
っ
て
立
ち
向
か
う
、
な
ぜ
な
ら
気
は
も
と

も
と
天
か
ら
頂
い
た
も
の
で
あ
り
、
天
は
、
宇
宙
は
、
悪
人
も
善
人
も
同
じ
よ
う
に

生
か
し
、
善
を
な
し
、
ま
た
悪
を
な
す
自
由
意
思
を
与
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
自
由

意
思
が
あ
る
こ
と
は
本
来
尊
い
こ
と
で
、
そ
の
悪
用
が
否
認
す
べ
き
こ
と
で
、
自
由

意
思
が
あ
る
限
り
、
自
由
に
悪
を
な
す
よ
う
に
ま
た
、
自
由
に
自
ら
の
決
断
で
、
悪

を
反
省
し
、
善
を
志
向
す
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
か
ら
で
す
。 

 

だ
か
ら
こ
の
理
念
は
、
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
傷
つ
け
る
こ
と
な

く
暴
力
を
制
す
る
こ
と
の
で
き
る
精
妙
な
技
法
も
併
せ
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。 

私
ど
も
は
こ
の
精
妙
な
技
を
、
一
気
で
は
な
く
、
時
間
を
か
け
て
コ
ツ
コ
ツ
と
、

自
分
の
も
の
に
す
る
こ
と
を
修
業
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 講
座
投
稿 

 
 

Vol.2 

次
号
に
続
く 

 
 

2
月
11
日
（
祝
）
冬
晴
れ
の
朝
、
北
風
が
冷

た
く
感
じ
ま
す
。
り
ぼ
ー
る
・
た
な
か
に
所
用

が
あ
り
、
少
し
遠
回
り
し
て
久
し
ぶ
り
に
道
の

駅
【
東
山
道
】
に
立
ち
寄
っ
て
み
ま
し
た
。 

 
事
前
に
「
寒
晒
そ
ば
ま
つ
り
」
の
情
報
を
仕

入
れ
て
い
た
た
め
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
厳
寒

期
に
仕
込
む
「
寒
晒
そ
ば
」
。
冷
水
に
浸
し
て
寒

風
に
さ
ら
す
と
、
風
味
が
ア
ッ
プ
す
る
！
と
い

う
こ
と
ら
し
い
で
す
。 

 

期
間
も
２
月
８
日
か
ら
16
日
の
限
定
で
無

く
な
り
次
第
終
了
な
の
で
逃
す
と
一
年
間
食

べ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ド
ラ
イ
ブ
が
て

ら
寄
っ
て
み
ま
し
た
。
到
着
時
間
は
午
前
10
時

頃
、
お
店
は
開
い
て
い
ま
せ
ん
。
し
ば
ら
く
時

間
を
つ
ぶ
し
て
お
り
ま
す
と
整
理
券
発
行
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 

骨董市をやっていました 

 

瞬
く
間
に
人
垣
、
行
列
が
で
き
、
筆
者
は
8

番
目
で
し
た
。 

 

読
者
の
皆
さ
ん
は
、「
寒
晒
そ
ば
」
を
食
べ
た

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
少
し
お
値
段
が
張
り

ま
す
が
、
蕎
麦
好
き
に
は
美
味
し
い
、
と
の
こ

と
で
す
。（
筆
者
に
は
分
か
り
ま
せ
ん
） 

 

今
年
は
１
月
９
日
「
寒
晒
そ
ば
」
の
仕
込
み

作
業
が
町
内
の
三
蔵
川
の
源
流
で
行
わ
れ
約

10
日
間
浸
し
た
後
、
水
を
切
り
、
１
週
間
ほ
ど

寒
風
に
晒
し
て
乾
燥
さ
せ
、
道
の
駅
の
巨
大
石

臼
で
挽
い
て
そ
ば
粉
に
す
る
と
の
こ
と
。 

 
 

 

AM10:30頃  
既に 100人位の行列、筆者は 8番目です 

個人の好みもあるでしょうか
ら、美味しいのか否かよく分
かりませんでした。 
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OB 山田 正博さん撮影 

URL      http://nasusenior-college.jp 
E メール   info@nasusenior-college.jp 
 

携帯電話（スマホ等）のメール拒否
解除のお願い 

事務局から講座日程などをメールでご
連絡しています。 
メールは、パソコンからの E-mail で

す。お使いの携帯電話が迷惑メール防止
のために「パソコンメール拒否」に設定さ
れているかと思います。 
メール設定⇒利用メール設定⇒ 

member@nasusenior-college.jp と設
定をお願い致します。このアドレスを入
力しても迷惑メール防止は有効です。 

 投稿記事大募集!! 
俳句、短歌、写真 etc お待ち
しています。 
取材にも参ります。お気軽に 

編集長 片上 

“りぼーる たなか”Wi-Fiの環境整う!! 
 
この度、生涯学習課の尽力により「りぼーる たなか」家庭科室に Wi-Fiの環境が構築されました。 

パソコン、スマートフォン等、無料で利用できます。 
 早速検証してみました。部屋に入りますと「ルーター」があります。暗号化キー （パスコードとも云います）
を“入力しました。 
 どちらも繋がりましたが、接続できる範囲は「家庭科室」のみでした。1Fに降りてきますと不通になります。 
今後は、全館で使える環境に期待したいですね。 
 

黒
田
原
探
訪
歌 

今
昔
も
人
の
生
死
は
変
わ
り
な
く 

千
手
の
御
手
に
祈
り
た
る
民 

防
火
災
守
り
し
狛
の
愛
で
し
顔 

は
し
ご
の
り
た
る
容
姿
可
笑
し
き 

だ
っぱ
ら
の
荒
野
拓
き
し
高
好
殿 

の
ん
べ
い
の
碑
何
を
か
お
も
う 

那
須
の
村
道
路
標
識
起
終
し
て 

四
方
の
運
輸
現
に
み
え
た
る 

余
笹
橋
風
水
害
に
耐
え
て
建
つ 

八
十
余
年
の
時
を
知
り
た
り 

の
ん
べ
い
の
墓 

立
岩
観
音 

黒
田
原
神
社 

道
路
元
標 

中
余
笹
橋 

パソコン講座金曜日コース 
今井幸子さんが投稿してくれました。
  

事務局便り 

通学環境（手段）改善への取り組み 
  
過日、講師を通して受講生の通学状況の現
状をアンケートでお知らせ頂きました。 
約９割の受講生がマイカーを利用しています
が、シニア世代には風当たりが強くなっていま
す。将来、マイカー利用でなく通学できる環
境を模索して行きます。委員会を開催してい
ます。メンバーになってみませんか。気楽にご
参加ください。ご参加は、事務局まで。 

OB 山田正博さん撮影 東那須野公園 

http://nasusenior-college/
http://nasusenior-college/

